（参考）

１．空間放射線量については、測定器の種類や精度、測定方法により、測定値が異なることがあります。

　　東葛６市では以下の条件で測定を実施しています。

○測定機器

　　　　型　　式：ポータブルスペクトルサーベイメータ　ＳＡＭ９４０－３－Ｇ

　　○測定者　　財団法人　千葉県環境財団
○測定方法

・場　所：各市域を２ｋｍメッシュに切り，その範囲内の施設を順次測定する。
なお、木や建物の影響を排除するため、周囲５ｍ以内に木、建築物等がない場所を選定。
・高　さ：測定の高さは０．５ｍ、１ｍとした。
文部科学省が福島県教育委員会等に通知した「福島県内の学校の校舎・校庭等の利用判断における暫定的な考え方について」の文部科学省の調査高さと同じとした。また，千葉県による測定も高さ０．５ｍ、１ｍで行われたので，その手法と同じとした。
・条　件：検出器は地面と水平
・手　順：検出器をセット
電源を入れ１分程度経過後、測定開始
· 測定値：測定は３０秒ごと５回の測定結果の平均
２．その他

・第二回測定予定日：今月下旬
・結果公表：７月上旬に「東葛地区放射線量対策協議会」を開催し，測定結果に基づき，専門家から意見等をいただき公表する予定。
　　
